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論文内容の要旨
本論文は，鋼構造柱脚部iζ広く採用されている露出形式・根巻き形式・埋込み形式住脚部と新しい形式
のブラケット形式柱脚部をとり上げ主として正負交番の繰り返し曲げモーメントとせん断力のもとでの
力学性状を実験的に明らかにし設計法を提案しており 全体を次の 6 章から構成している。
「第 1 章」は，序論で柱脚部を柱と基礎との接合部の観点からとらえ 設計・施工面K関する現状・
研究の変選・本研究の目的について述べている。
「第 2章 J では， H形鋼柱の露出形式柱脚部の力学性状を調べ，ベースプレートが薄く，ベースプレー
ト降伏先行型では，履歴曲線は紡錘型となるが，ベースプレートが厚く またはリブなどで補剛された場
合のアンカーボルト降伏先行型では，スリップ現象をともなう逆S字型のループとなること，繰り返し荷重
を受ける場合，普通ボノレトに初張力を与えても導入効果は小さいことなどを明らかにしている。
「第 3 章」では， H形鋼柱の根巻き形式柱脚部の力学性状を検討している。その結果，通常使用されて
いるかぶり厚さが柱せい以下のものでは 履歴曲線は逆S字型のノレーフ。となる乙と 乙の形式の柱脚では
根巻き頂部に応力が集中するので，頂部補強筋が必要である乙と 根巻きコンクリートのせん断耐力は
大野・荒川式を準用して表すととができ，終局耐力は鋼柱脚要素と根巻きコンクリート要素の累加強度式
で推定できる乙とを明らかにしている。
「第 4章」では，冷間成形角形鋼管柱の埋込み形式柱脚部の力学性状について述べている。
第 1 節では，中柱の実験から，埋込み深さが浅い場合履歴曲線はスリップ型であり，埋込み深さを十
分にとれば無補強の場合でも紡錘型となり、柱の全塑性モーメントを伝達させる乙とが可能であることを
明らかにしている。また，終局耐力は，柱の降伏点・幅厚比・埋込み深さ・コンクリート充てんの有無・
? ???
コンクリート強度などにより異なり，全塑性モーメントを伝達させるために必要な埋込み深さは通常の幅
厚比の角形鋼管を用いた場合，管径の 2 '"'"'3 倍であることを明らかにしている。
第 2節では，隅柱の実験から，埋込み深さが管径の 2.5 倍のとき，かぶり厚さが鋼管径の 1 倍以下では，
はりのある側とない側への加力時の力学性状は異なる乙と，アンカ一筋補強は有効な補強法である乙とを
示している。また，端部コンクリートの破壊で決まる終局耐力は，コンクリートのパンチングシヤ}耐力
と補強筋の耐力を累加して求められることを明らかにしている。
「第 5章 J では，新形式のブラケット付角形鋼管柱柱脚部の実験より，乙の住脚の履歴ノレーフ。は安定し
た紡錘型となること，柱脚の回転剛性と骨組の応力，変位との関係を調べ，乙の柱脚は固定柱脚とみなし
て上部架構を解析できるととを明らかにしている。
「第 6 章」では，結論として以上の研究成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
鋼構造柱脚部の力学性状の解明は，骨組解析上，耐震設計上の最も重要な課題のひとつで、あるが，本論
文は，広く採用されている露出形式・根巻き形式・埋込み形式の柱脚部と新しいブラケット形式の柱脚部
について，夫々の力学性状を実験的に解明したものである。
得られた結論を要約すると次の通りである。
(1)露出形式柱脚部の実験より，ベースプレート降伏先行型の履歴曲線は完全弾塑性に近い紡錘型となり，
アンカーボルト降伏先行型の場合にはスリッフ。型の曲線になることを明らかにしている。また、アンカ
ーボルトに締付け力を与えた場合と与えない場合の剛性計算式を求め，実験結果とよく一致する乙とを
示している。
(2) 根巻き形式柱脚部の実験より，コンクリートのかぶり厚さが通常程度であれば，履歴曲線はスリップ
型となることを示し，また，根巻きコンクリート部分のせん断耐力は大野・荒川式を準用して求められ.
終局耐力は鋼柱脚要素とコンクリート要素の耐力の累加で求められることを明らかにしている。
(3) 埋込み形式の中柱の実験より 埋込み深さを十分とれば，無補強でミあっても全塑性モーメントの伝達
が可能である乙と，通常の板幅厚比の角鋼管柱では，全塑性モーメントの伝達には管径の 2 '"'"'3 倍の埋
込み深さが必要である乙と，みかけ上の固定端ははり天端から管径の1. 0'"'"' 1. 5 倍程度下がった位置で、
あるととなどを明らかにしている。
また，隅柱の実験より，端部コンクリートの破壊で決まる終局耐力は，コンクリートのパンチングシ
ャー耐力と補強筋の耐力の累加で求められる乙とを示している。
(4) ブラケット付柱脚部の履歴曲線は安定した紡錘型である乙と，また，固定柱脚とみなして骨組を解析
しうる乙とを実験的に明らかにしている。
以上のように本論文は，今まで暖昧なまま放置されていた鋼構造柱脚部の力学性状を実験的に究明し.
経験的に対応されていた設計法に確固たる指針を与えたものであり，建築工学に寄与すると乙ろが大きい。
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